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ガマの

あぶら

油って
ほんとう

本当にとれるの 

●ヒキガエルは
どく

毒の
ぶんぴつえき

分泌液を
だ

出す 

 ガマとよばれているのは、
からだ

体にいぼいぼがある、ヒキガエルの
な か ま

仲間です。 

 ヒキガエルの
な か ま

仲間は、
め

目の
うし

後ろの
ほう

方にある
じ

耳
せん

腺とよばれる
ところ

所が
はったつ

発達しています。ヒキガ

エルが
てき

敵におそわれたりすると、ここから
にゅうはくしょく

乳白色 の
えき

液が、
ぶんぴつ

分泌されます。この
ぶんぴつえき

分泌液の
なか

中

には、
どく

毒の
せいぶん

成分が
はい

入っているのです。うっかり、この
えき

液のついた
て

手で、
め

目をこすったりする

と、
かくまくえん

角膜炎を
お

起こして、
め

目が
ま

真っ
か

赤になり、
いた

痛みます。イヌやネコが、ヒキガエルを
み

見つけ

てなめたりすると、この
ぶんぴつえき

分泌液のため、あわをふいて
くる

苦しがることがあります。でも、カエ

ルのいちばんの
てき

敵であるヘビは、この
どく

毒には
へ い き

平気です。 

●ヒキガエルの
どく

毒の
せいぶん

成分は、
くすり

薬になる  

 ヒキガエルの
ぶんぴつえき

分泌液の
なか

中の
どく

毒
せいぶん

成分は、１００
ねん

年ぐらい
まえ

前から
けんきゅう

研究されていて、
しんぞう

心臓の
きん

筋
にく

肉

や、
しんけい

神経に
さ よ う

作用することがわかっています。そのため、
かんぽう

漢方の
きょうしんざい

強心剤（
よわ

弱った
しんぞう

心臓の
うご

動き

を
つよ

強める
くすり

薬）として、
つか

使われてきています。 

 ガマの
あぶら

油とは、このヒキガエルの
ぶんぴつえき

分泌液を
あつ

集めたものをいいます。このガマの
あぶら

油を
ま

混ぜ

たぬり
ぐすり

薬を
う

売っていたのが、ガマの
あぶら

油
う

売りです。
き

切り
きず

傷やひび、あかぎれなどにきくとい

って、お
まつ

祭りや
えんにち

縁日で、
ちょうし

調子よくおもしろい
はなし

話をきかせながら、ガマの
あぶら

油
う

売りが
う

売り
ある

歩い

たので
ゆうめい

有名になっています。ガマの
あぶら

油
う

売りが
い

言うように、
かたな

刀で
き

切った
き

切り
きず

傷が、
ほんとう

本当にガ

マの
あぶら

油をちょっとぬっただけで、
め

目の
まえ

前でもと
どお

通りに
なお

直るということはありませ
 

ん。（監

修・今泉 忠明） 

 

 

 


